
神戸大学の英語教育～アカデミック・イングリッシュを学ぶ～ 大学での英語学習をデザインしよう！ 

 

■英語教育の目標 

 神戸大学の英語教育の目標は、①英語を用いた国際的な学術研究の重要性に対する理解を深め、②「複眼的に思考する能力」および「多様性と地球的課題

を理解する能力」を伸ばし、③読む力・書く力および聞く力・話す力を中心として、学術場面で要求される英語の諸技能の綜合的な運用能力を向上させるこ

とにあります。 

 



■学士課程の英語教育の体系化  

 神戸大学における英語教育は、上の図の通り、3 つの階層からなり、学系ごとあるいは学部ごとに体系化されています。 

○第 1 階層：国際教養教育院で開講される必修カリキュラムでは学術英語の基礎を学びます。 

○第 2 階層：アドバンスト・コース科目（オンライン講座・海外研修）や高度教養科目（外国語セミナー）、各学部で開講される専門分野の基礎英語では、

グローバルな視点で英語を学修する基礎を作ります。 

○第 3 階層：英語による専門科目では、将来の学術研究につながる英語、グローバル社会で使える実践英語を学びます。 

 

■大学での英語学習をデザインしよう！ 

 上図には、各階層で習得すべき英語力の指標として TOEIC/TOEFL スコアの目安を示しています。大学卒業までに計画的に英語運用能力を身につけるた

めの参考にしてください。 

 また、学修の目標（例）を参考に、みなさん自身の将来のキャリアを意識した学士課程での英語学習計画を各階層ごとに立ててみましょう。 

 


